
宿泊型防災イベントのススメ 
～地域連携による防災プログラムのご紹介～  

 来るべき首都直下地震に備え、防災訓練の意識が各地で高まって

います。しかし、「毎回同じような内容のため、いつもの参加者しか集

まらない」、「一過性の催しになってしまい、地域防災力の向上に繋が

りにくい」など、各地で同様の課題があるのではないでしょうか。 

 その課題解決の一つの方法として、地域連携による宿泊型防災 

イベントがあります。寝食やトイレを参加者が共有することで、より 

リアルな避難体験に即した防災の技術・知恵の習得につながりやす 

く、また実施までのプロセスにより地域コミュニティの育成にもつな

がります。 

 内容を工夫することで、これまで参加率の低かった親子や家族三世

代の参加を増やすことができます。 

企画 イベント 

自助・共助による 地域防災力の向上 

“もしも”から 
  “いつも”の備え 

コミュニティ育成 

■ 実施フロー 

・まず地域の特性・課題を 
 共有しましょう。 
・地域住民や市民団体と、 
 無理のない範囲で、それ 
 ぞれができることで連携 
 しましょう。 
 （例：企画、チラシ配布、 
 炊き出し、近隣挨拶、申 
 請書など各種調整…etc） 

・場所や対象に合わせて遊び 
 の要素を工夫し、 親子参加 
 を促しましょう。 
・なるべく、地域の防災拠点を 
 活用しましょう。 
・団体連携により、幅広い世代 
 の参加を意識しましょう。 
・まちで資源（ダンボールなどや 
 情報）を集めましょう。 

■ コンテンツ例 

こんな方に 
オススメ！ 

防災訓練を実施したい！ 
親子で楽しみたい！ 
地域のコミュニティを 
育みたい！そんな 
町会・NPO・学校・ 
パパママサークル 
にオススメです。 

食べる 寝る 

トイレ その他 

 避難所生活では、器具や食器が揃わない 
中で食事をする必要があります。 
 地域の防災備品の活用、ジッパー付き保 
存用ビニール袋やアルミ缶を用いた炊飯、 
火起こし、紙食器づくりや非常食シェアなど 
サバイバルクッキングのスキルや知恵を学 
びます。 

 地震後、特に困るものの一つがトイレです。 
断水が起きた想定で、身の周りのものを用い 
たトイレづくりを行います。 
 また、参加者でルールを決め、実際に使用 
し1泊を過ごすことで、簡易なトイレ作りのス 
キル、避難所運営のポイントなどを学びます。 

 避難所生活の基本となる寝床の確保につ
いて、実際の避難所風景を見ながら、話合
い、動線や高齢者・子供の場所を意識しな
がら、身の回りの物で工夫してつくってみま
す。また、防寒・防暑のスキル、ポイントを
学びます。 

 その他、いざという時のための毛布タンカ 
づくりや、遊びながら身の守り方を覚える防 
災ジャンケン、おんぶとだっこによる避難方 
法など、様々なシチュエーションに活用でき 
るスキルや知恵を学びます。 
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■ 体験談 ・つくったトイレ・寝床をリアルに使うのは宿泊だからこそ。防災を肌感覚で学べた。 

・教わった防災遊びなら、日頃から家族で一緒にやってみようと思えた。 

・企画を通して地域の人とつながれた。このつながりが、震災時とても重要だと思う。 

・年1～4回の定期開催がベストです。 
・日常の暮らしと照らし合わせ、“もしも”から“いつも”の 
 備えを行動しましょう。 
・既存の地域活動団体と連携し、新たな防災イベントや 
 日常でもできる防災活動を考えましょう。 
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これからの防災訓練には、「地域連携による宿泊型防災イベント」を開催してみませんか？ 


